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研究成果の概要（和文）：ミャンマーカチン州のフーコンバレー地域の調査は政情不安のため不

可能となり、未調査地域であるプタオ周辺及び奥地山間部において薬用植物、植生、ハチ類、

モグラ類、飲用水の水質、土壌・水質の指標となるミミズ、水生昆虫などについて調べた。伝

統医療及び用いられる薬草についての聞き取り調査を実施し、少数民族の経済的自立のために

換金作物（チャ、果物、薬草）の栽培試験も行った。ハチ毒の成分、チークの葉から抗リーシ

ュマニア症成分など分離、組成を明らかにした。 

 
研究成果の概要（英文）：We investigated the useful plant and animal resources for poverty 
banishment and promotion of health of ethnic minority in Kachin State, Myanmar.  The study 
site was selected Putao, where bordered on the northwest by India. The projects about 
1) field search works of vegetation, herbal medicine, and animals, 2) analysis of chemical 
active component in medicinal plants, 3) water environment with aquatic inspection and 
aquatic insects, 4) the cultivation of medicinal and useful plants were carried out. Four 
new linear peptides were isolated from solitary enumenine wasps and characterized 
chemically and biologically. Anti-leishmanicidal active compounds were isolated from 
leaves of Myanmar plant, Kyun Tectona grandis and characterized.   
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１．研究開始当初の背景 
 2004 年より我々はミャンマーの少数民族
地域でその伝統的生活文化、生活環境、有用
資源に関する研究を行なってきた。2008 年に
カチン族の独立 60周年記念式典に招待され、

カチン 6族の長老から豊富な資源を利用した
貧困対策を要請され、特にインド－中国間の
大規模道路建設計画のあるフーコンバレー
の資源調査を依頼された。この地域はベンガ
ルトラなど絶滅危惧種が多数生息している
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ことが明らかとなっているが、植物などの調
査は行われていない。しかし研究開始時期よ
り独立軍の内紛が続き、危険だとして研究期
間中、立ち入り許可は政府軍から得られず、
北部のプタオ周辺の調査に切り替えざるを
得なかった。 
 
２．研究の目的 
 少数民族の貧困追放、健康増進と環境保護
のために有用資源や生活環境の基礎的研究
を行う。 
 
３．研究の方法 
（1）医薬資源の解明：伝統医療に用いられ
る植物の解明、新規活性物質の発見 
 
（2）生物資源の調査 
有毒生物（ハチ）の毒素の解明。モグラの分
布及び種の解明。植生調査。 
 
（3）水及び土壌環境調査：飲用水、自然水
の水質調査。水生昆虫及びミミズの調査。 
 
（4）貧困追放のための換金作物（薬草、果
物、茶など）の試験栽培 
 
４．研究成果 

プタオはトレッキング目的で外国人が入
っているが、乾季のみ、しかもカチン州の州
都ミッチーナ経由空路でしか入れず、これま
で学術的調査はなされていない。2 年目通算
3 回目は奇跡的に雨季にヘリコプターで入り
植生調査をした。5 回目の調査ではプタオか
ら最奥の村まで車で、そこから 1日半歩いて
キャンプ地に入り周辺でオウレンなどを採
集したが、悪天候のため帰路は徒歩で 2日半
かけてプタオに帰った。3 年目はミッチーナ
近辺での独立軍と政府軍の戦闘で犠牲者が
出たため、カチン州には入らず、長らく外国
人の入域が禁止されていたチン州北部の調
査を初めて行った。 

ミャンマーは欧米諸国から経済制裁を受
けているため、これらの国から研究者を受け
入れていない。我々以外にミャンマー連邦政
府から共同研究同意書及び協力を得ている
グループは日本でも少ない。従って得られた
成果（報告）は初めてのものが多い。 
 
（1）医薬資源の解明 

伝統治療に用いられる薬用植物について
聞取り調査し、現地で採集（8 種）または市
場で入手し、薬効成分について主として抗リ
ーシュマニア活性に着目し調べた。中でもチ
ークの葉に高い抗リーシュマニア活性が見
られ、成分を分離精製しその構造を明らかに
した。日本の代表的薬用植物の一つオウレン
（Coptis Japonica）の変異と地域の関係を、

ミャンマー（プタオ奥地で採取）や中国及び
日本産の遺伝子解析を比較して調べている。
また薬用セッコクについてもフィールド収
集サンプルのコレクションをピンウーリン
の植物園において栽培中である。さらにミャ
ンマーの薬草図鑑を作成した。 
 
（2）生物資源の調査 
ミャンマー産の Cyphononyx peregrinus（写
真 1）と日本産の Cyphononyx fluvognathus  
（写真 2）の形状は類似しているが毒成分の
アミノ酸組成が一部異なっていた。目下合成
して機能性を明らかにしつつある。 
 
 
           
 
 
 

 
 
また、中国で生薬として流通している竹蜂
（クマバチ）をミャンマーで 2種採集し、毒
成分を解析中である。 
ミャンマーで初めてモグラ 3 種を採取し、

分類学的情報・分布について論文を発表した。 
 植生についてはプタオ周辺で乾季に３回
調査し、2009 年 11 月 104 種（未同定種も含
む）、2010 年 2 月 62 種、2010 年 12 月 52 種、
雨季に１回調査し、51 種の試料を採取した。
また 2011 年 1 月インレー湖観測の際、イン
レー湖周辺、ユアガン村で 47 種採集した。 
 
（3）水及び土壌環境調査 
 主として飲用に用いている井戸水、河川水、
池の水などの水質調査をプタオで 3回行った。
ｐH がややアルカリ性であること、大腸菌が
含まれる以外は総じて水質は良いといえる。
心配したヒ素は検出されなかった。 
 プタオの河川及び土壌の環境調査として
水生昆虫（マリカ川 20 サンプル）採取し鑑
定は大阪府立大学総合科学部谷田一三博士
に依頼した。初めて見る属、日本と共通だが
未見の種もあり興味深い結果が得られた。 
ミミズ（フトミミズの仲間と考えられる）も
採取したが、海外におけるミミズの標本化は
今後の課題である。 
 2004年から3回観測したミャンマー第二の
湖インレー湖が 2010 年の乾季に干上がって
しまった。その後の水質を調べるために 2011
年 1 月に観測し、2008 年 1月のデータと比較
した。水位が前回より下がっており、1 回の
測定では何も言えないが、結果を放送大学特
別講義「ミャンマーインレー湖周辺の水環
境」（DVD45 分）にまとめた。 
 
（4）貧困追放のための換金作物の試験栽培 

写真１ 写真２ 



 

 

 プタオに農場を作り、果物（ブドウ、オリ
ーブ、桃）や茶、薬草などを植えたが、乾季
の手入れが悪く茶以外は良い結果が得られ
なかった。現金収入が得られるまでに時間が
掛かることを現地の人に理解してもらう必
要がある。 

茶はミャンマーにおいて盛んに栽培され
ていることから、良好な生育が見られ、栽培
されている茶葉、野生化した茶葉を日本の茶
葉と分析比較したところ、ミャンマー産茶葉
は、緑茶、烏龍茶、紅茶として加工し、嗜好
飲料、健康飲料製造の材料としても十分利用
可能であることがわかった。 

漢方薬の原料となる薬草をピンウーリン
の植物園に依頼栽培したが、ボウフウ、ミシ
マサイコ、キバナオウギなどが市場品生薬に
近い大きさまで生長が見られた。栽培管理を
良くすれば生薬生産が可能である。 
 
（5）チン州北部での調査 
 2011 年 12 月にはチン州北部ティディムに
入り周辺の調査を行った。 
 チン州はほぼ全土をチン丘陵が占め、街や
農地はマラリアを避けるため標高 1500m位の
尾根の上にある。農用地はわずか 2%で林地と
草地が 96%を占める。農用地の大部分は焼畑
移動耕作地でこれまでに調査したシャン州
やカチン州とかなり住んでいる環境が異な
っている。 
 薬用植物の調査では、インド国境と近いた
め、インドから西洋薬が広く浸透・普及して
いるようで伝統薬は現在ほとんど使用され
ていない。聞き取り調査して数種採集した。 
 植生は標高 1600mのティディムおよび標高
2700m のケネディ山を中心に調べ、215 種の
試料を採取した。日本の低山、高山の植物に
類似したものが多く見られた。 
 飲料水の水質調査も行った。プタオと同じ
く、ややアルカリ性で大腸菌を含むが、かな
り良好な水質であった。異なる点は、ティデ
ィムが Ca 濃度が高く硬水であるのに対し、
プタオの水は 40 以下で極めて軟水であるこ
とであった。 
 チン州はインパールのの南に位置し激戦
地であったことから、鎮魂のために日本から
持って行った桜を植え、焼畑跡地の緑化、自
立支援のために、リンゴ、サクランボ、マツ、
スギの苗、ツバキ、ウバメガシの種を持って
行き、栽培法の指導も行った。 
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